
別表第１（第５条関係)

【事務事業の基本的事項】
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住宅困窮者

住宅困窮者が的確に入居でき、良好な居住環境を保つ。
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作成者住宅公園

法定受託事務

住宅使用料の決定、入居者の募集、住宅使用料の徴収並びに市営住宅の維持管理。
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基本計画 住宅団地、市営住宅の整備

住宅の維持管理

平成

施策の大綱

住宅費土木費

補助金

安心・安全で潤いのある生活環境のまち

住宅管理費

総合計画の
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【事務事業の今までの成果】

【事務事業を取巻く環境】

【一次評価】

※一次評価の判定がＢ～Ｄのときは、下記に必ず記入すること。

【二次評価】

判 定 事 業 の 方 向 性 判 定 に 至 っ た 理 由

Ｃ
Ａ 現状のまま継続（実施） 維持補修を計画的に行い、良好な環境を提

供しなければならないが、実行されていな
い現状である。使用料を徴収していること
から計画的な補修が必要と考える。また、
使用料の未納者がいることからＣ判定とし
た。

Ｂ 見直しの上で継続（実施）

Ｃ 大幅な見直しの上で継続（実施）

Ｄ 休止・廃止（統合を含む）を検討する事業

【具体的な今後の取組内容（改善の方向性、対象、意図、手段等について記載すること。）

計画的に維持補修を進める。
住宅使用料の計画的納付の徹底により、滞納額の減少に努める。

住宅困窮者が出来るだけ早く入居できるよう適切な募集に努めているが、必ずしも全員が入居できる戸数は確保
されていない状況にある。ただ、入居者の要求には迅速に対応している。

国・県・他自治体の動向

事業に対する市民の意見
（事業に対する期待、要望、苦情等）

老朽化した住宅については、建替え、耐震化等の改良、修繕、用途廃止など
計画的に進めている。

維持補修を計画的に行ってもらいたい。

判 定 判 定 に 至 っ た 理 由

Ｃ 老朽化した施設を多く抱えているため、計画的な維持補修を行い、良好な環境を提供するよ
う事業の充実（拡大）が必要と考える。
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